
多
く
の
県
民
ら
が
参
加
し
た
「
土
砂
投
入
を
許
さ
な
い
！
ジ
ュ
ゴ
ン
・
サ
ン
ゴ
を
守
り
、
辺
野

古
新
基
地
建
設
断
念
を
求
め
る
８
・
�
県
民
大
会
」
＝
�
日
午
前
、
那
覇
市
の
奥
武
山
陸
上
競
技
場

　
大
会
で
は
、
沖
縄
防
衛
局

が
�
日
に
も
始
め
る
と
県
に

通
知
し
た
辺
野
古
地
先
へ
の

土
砂
投
入
に
対
し
「
沖
縄
県

民
の
民
意
を
踏
み
に
じ
り
、

環
境
破
壊
に
つ
な
が
る
違
法

工
事
を
強
行
し
続
け
て
い

る
」と
し
て
、建
設
計
画
の
断

念
を
要
求
す
る
８
・
�
県
民

大
会
決
議
を
採
択
す
る
。

　
参
加
者
は
辺
野
古
の
海
と

空
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
大
会
カ

ラ
ー
の
青
色
と
と
も
に
、
喪

章
や
黒
い
リ
ボ
ン
を
身
に
着

け
て
翁
長
雄
志
氏
へ
の
追
悼

の
意
を
示
し
た
。
冒
頭
に
１

分
間
の
黙
と
う
を
さ
さ
げ
、

新
基
地
建
設
阻
止
の
公
約
を

最
後
ま
で
貫
い
た
翁
長
知
事

の
意
思
を
受
け
継
ぐ
決
意
を

確
認
し
た
。

　
翁
長
知
事
の
息
子
の
翁
長

雄
治
那
覇
市
議
が
登
壇
、
知

事
の
最
後
の
言
葉
を
伝
え

た
。
知
事
職
務
代
理
者
の
謝

花
喜
一
郎
副
知
事
は
、
大
会

出
席
に
意
欲
を
示
し
て
い
た

翁
長
知
事
が
生
前
に
用
意
し

て
い
た
あ
い
さ
つ
を
読
む
。

　
沖
縄
県
に
よ
る
撤
回
を
後

押
し
す
る
大
会
決
議
で
は

「沖
縄
県
民
の
命
と
く
ら
し
、

沖
縄
の
地
方
自
治
と
日
本
の

民
主
主
義
と
平
和
を
守
る
た

め
こ
の
不
条
理
に
全
力
で
抗

い
続
け
る
」
と
宣
言
す
る
。

　
米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
県
内
移
設
に
伴
う
名
護
市
辺

野
古
の
埋
め
立
て
阻
止
に
向
け
た
「
土
砂
投
入
を
許
さ

な
い
！
ジ
ュ
ゴ
ン
・
サ
ン
ゴ
を
守
り
、
辺
野
古
新
基
地

建
設
断
念
を
求
め
る
８
・
�
県
民
大
会
」（辺
野
古
に
新

基
地
を
造
ら
せ
な
い
オ
ー
ル
沖
縄
会
議
主
催
）
が
�
日

午
前
�
時
、
那
覇
市
の
奥
武
山
公
園
陸
上
競
技
場
で
始

ま
っ
た
。３
万
人
以
上
の
結
集
を
目
標
と
し
た
大
会
は
、

８
日
に
急
逝
し
た
翁
長
雄
志
知
事
を
哀
悼
す
る
思
い
も

重
な
り
、
午
前
�
時
の
開
場
の
前
か
ら
多
く
の
人
々
が

続
々
と
会
場
入
り
し
た
。
参
加
者
は
「県
民
は
諦
め
な

い
」
な
ど
と
書
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー
ド
を
掲
げ
、
翁

長
知
事
が
表
明
し
た
埋
め
立
て
承
認
の
撤
回
を
支
持
す

る
民
意
を
示
し
た
。
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亡き知事への思いを胸に参加する人々＝�日、那覇市の奥武山陸上競技場

翁
長
知
事
を
追
悼
す
る
参
加
者

続々と集まる参加者ら

喪章をつけた少女

基
地
建
設
に
反
対
の
プ
ラ
カ
ー
ド

を
掲
げ
る
参
加
者

親
子
三
代
で
訪
れ
た
参
加
者
ら

　
国
は
、
８
月
�
日
か
ら
の
辺
野
古
地
先
へ
の
埋
め
立
て
土
砂

投
入
を
沖
縄
県
へ
通
知
し
た
。
現
在
行
わ
れ
て
い
る
環
境
ア
セ

ス
を
無
視
し
た
数
々
の
違
法
工
事
は
、
仲
井
真
前
知
事
が
退
任

の
４
日
前
に
承
認
し
た
追
加
申
請
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
沖
縄

県
は
、
沖
縄
防
衛
局
に
対
し
、
再
三
に
わ
た
り
工
事
実
施
前
の

事
前
協
議
を
行
う
こ
と
を
求
め
て
き
た
が
、
沖
縄
防
衛
局
は
こ

れ
を
無
視
し
十
分
な
説
明
を
行
う
こ
と
な
く
、
沖
縄
県
民
の
民

意
を
踏
み
に
じ
り
、
環
境
破
壊
に
つ
な
が
る
違
法
工
事
を
強
行

し
続
け
て
い
る
。

　
７
月
�
日
、
翁
長
沖
縄
県
知
事
は
「埋
立
て
承
認
撤
回
」
を
表

明
し
、８
月
９
日
に
聴
聞
を
開
始
し
た
。た
だ
ち
に
国
は
埋
立
て

工
事
を
中
止
し
、新
基
地
建
設
計
画
を
断
念
す
べ
き
で
あ
る
。

　
私
た
ち
は
安
倍
政
権
と
沖
縄
防
衛
局
に
対
し
強
い
怒
り
を
持

っ
て
抗
議
す
る
。
私
た
ち
は
豊
か
な
生
物
多
様
性
を
誇
る
辺
野

古
・
大
浦
湾
の
美
ら
海
に
新
た
な
基
地
を
造
ら
せ
な
い
。
沖
縄

県
民
の
命
と
く
ら
し
、
沖
縄
の
地
方
自
治
と
日
本
の
民
主
主
義

と
平
和
を
守
る
た
め
こ
の
不
条
理
に
対
し
全
力
で
抗
い
続
け

る
。

　
今
県
民
大
会
に
お
い
て
、
以
下
、
決
議
し
、
日
米
両
政
府
に

対
し
、
強
く
抗
議
し
要
求
す
る
。

　
　
　
　
記

　
１
、
ジ
ュ
ゴ
ン
や
ウ
ミ
ガ
メ
な
ど
の
生
き
て
い
く
た
め
の
豊

か
な
海
草
藻
場
や
希
少
な
サ
ン
ゴ
類
の
生
息
環
境
を
破
壊
す
る

土
砂
投
入
計
画
を
直
ち
に
撤
回
す
る
こ
と
。

　
２
、
大
浦
湾
側
に
は
活
断
層
の
疑
い
が
あ
り
、
そ
の
付
近
の

海
底
に
は
、
超
軟
弱
地
盤
が
存
在
す
る
。
辺
野
古
新
基
地
の
立

地
条
件
は
成
り
立
っ
て
い
な
い
。
建
設
計
画
を
直
ち
に
白
紙
撤

回
す
る
こ
と
。

　
３
、
沖
縄
高
専
、
久
辺
小
・
中
学
校
、
集
落
は
、
米
国
の
安

全
基
準
で
あ
る
高
さ
制
限
に
抵
触
し
て
い
る
。
児
童
生
徒
と
住

民
の
生
命
と
財
産
を
脅
か
す
新
基
地
建
設
を
直
ち
に
断
念
す
る

こ
と
。

　
４
、
欠
陥
機
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
を
撤
回
し
、
米
軍
普
天
間
基

地
を
即
時
閉
鎖
・
撤
去
す
る
こ
と
。

　
５
、
欠
陥
機
オ
ス
プ
レ
イ
の
国
内
に
お
け
る
飛
行
を
直
ち
に

全
面
禁
止
す
る
こ
と
。

　
宛
先
　
内
関
総
理
大
臣
、
外
務
大
臣
、
防
衛
大
臣
、
沖
縄
及

び
北
方
対
策
担
当
大
臣
、
米
国
大
統
領
、
駐
日
米
国
大
使

２
０
１
８
年
８
月
�
日

辺
野
台
新
基
地
を
造
ら
せ
な
い
オ
ー
ル
沖
縄
会
議

（ ２ ）２０１８年（平成３０年）８ 月１１日 土曜日


